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「新年宣言～パパ達の 2011 年～」 

Cache-PAPA の会 代表 田所 喬 

皆々様、新年明けましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 時が経つのは早いもので、『Cache-PAPA の会』が発足してから、約 5 ヶ月が過ぎました。Cache-PAPA メンバーの皆さん、

そして、かかわっていただいたすべての方々のお力添えのおかげで、Cache-PAPA の会も無事 2011 年を迎えることが出来まし

た。本当にありがとうございました。感謝申し上げます。また、何より、CacheCache という場所が存在しなければ、Cache-PAPA

の会も今ここに無かったであろうことと思います。この場を借りて、CacheCache スタッフの皆様方にも、お礼を申し上げます。

本当にありがとうございました。 

『Cache-PAPAの会』は、八王子市親子つどいの広場「CacheCache」から生まれた、パパの育児サークルです。 

2011 年の Cache-PAPA の会は、活動の幅を広げて、いろんな企画イベントを展開していきます。また、パパたちにも積極的に

参画いただき、各々持っている力を思う存分発揮していただきたいと思っております。2011 年も「パパのパワーは無限大！！」

と鼻息荒く、メンバー全員で頑張って活動していきますので、皆様、ご理解、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

「あなたが見たいと思う変革に、あなた自身がなりなさい」（マハトマ・ガンジー） 

Cache-PAPA の会を立ち上げようと思った時、ある本で出合った、僕の大好きな言葉です。―『「イクメン」なんて言葉は早く

無くなり、パパが育児にかかわることが当たり前の世の中にしたい』―それが僕の、Cache-PAPA の会の目指す「変革」です。 

その「変革」を目指すべく、僕たちは何をしていけばいいのでしょうか。 

○パパのネットワークの構築を！！「パパ友増殖大作戦！！」 

 仕事以外のつながりが出来ることで、パパの人生がより豊かになります。パパが輝くと、子供も「早く大人になりたい」と、

前向きな心を持つようになり、明るい未来を描けるようになります。パパ友が増えるということは、親の目が増えるということ

です。自分の子ども以外にも目がいくことになるので、親の目は、2 個から 10 個、100 個、1000 個となっていきます。これが、

子供が安全に成長し、親が安心して子育て出来る地域社会につながっていきます。いずれは、そのつながりが地域を越え、例え

ば、引越しをしても、その先には「パパのつながり」が存在するようになるのです。それって嬉しくありませんか？なぜならマ

マと違って、パパ達は仕事以外でつながりを作るのは難しいからです。パパたち皆がつながり、パパ友が全国各地にいる。それ

ってすごくワクワクしませんか？これは「みんなで子育てをする」ということも意味します。古き良き時代、近所のおやじに怒

られたように、他の子供まで面倒を見て、みんなで子育てをする、それが理想的な子育てです。 

○育児への積極的なかかわりと理解を！！「育児力向上大作戦！！」 

当然のことながら、ママの育児負担が軽減されます。ママも自分の時間も持てるようになり、ママの人生もさらに輝いていき

ます。ママがいつも笑顔でいてくれたら幸せじゃないですか？ママが安定した精神状態で育児が出来るようになれば、子供も健

全に成長し、自分らしい輝いた大人になるはずです。また、育児の理解を深めることで、ママのことをもっともっと理解してあ

げられるようになり、その絆も強固なものになります。ママを支えることこそが、パパの最大の役割だと考えます。 

 

『パパが育児にかかわることが当たり前の世の中に』―それは、結果的に「子供達の明るい未来」に直結しています。 

パパ達、そんな未来を一緒に目指しましょう！！ 

僕たちにはそれが出来るし、パパ一人ひとりがその力を持っていると、僕は信じています。 
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10 月 30 日（土）に、４回目のパパのしゃべり場が行われました。この日は、あいにくの雨。というより、台風上陸で、ベビー

カーも飛ばされる程のとんでもない荒れ模様の天気。そんな中、なんと！！2 名のパパがしゃべり場に来てくれました。本当に

ありがとうございます（涙）。お一人の方は、お電話で「今日、しゃべり場やっていますか？」とお問い合わせまでいただいた

ようで、興味を示していただいているパパがいるのだなあと、大感動！！ 

さて、今回のしゃべり場の内容というと、Cache-PAPAの会主催フォトコンテス

トの応募写真が集まったので、そのデコレーションが中心。パパたちのおかげ

で、こんなに素敵なデコレーションに（右写真）。 

その後は、僕も含め 3名でしゃべり場開始。日頃の育児について情報交換を行ったのでした。お二人のパパ、お疲れ様でした＆

ありがとうございました。（ちなみに、この日は台風のため、「パパの懇親会」は中止になりました。） 

 

 

 

11 月 27 日（土）に、5 回目のパパのしゃべり場が行われました。Cache-PAPA の会主催フォトコンテストの表彰式（表彰式の様

子は後述）。今回は、表彰式後にしゃべり場開催ということもあり、過去最多の 12名ものパパ達の参加がありました！！ 

こうして、集まってくれるパパたちがいるからこそ成り立つしゃべり場。そんなパパ達に大感謝です。 

14時には表彰式が終わり、15時までの 1時間、パパのしゃべり場となりました。 

いつものように、パパの育児度チェックからスタート。最近感じるのは、参加するパパ達の発言が変わってきたこと。 

1ヶ月の自分の育児へのかかわりについて、あきらかに以前よりも強く意識するようになったと感じ取れる発言が増えました。 

時間はみんなに平等です。各々次第で、有意義になるかどうかが決まります。子育てについても一緒だと思います。子育てとし

っかり向き合って、どう考えて、どうすればもっともっと良くなるのか。そんなことを考えながらする子育てはきっと充実して

いるし、とても意味のあることです。「育児の目標」をたてて日頃の育児にかかわると、よりもっと育児が楽しくなると思いま

す。もちろんその分悩みも出てくると思いますが、それは、このパパの集まりで共有して、皆で一緒にその解決法を考えていき

ましょう。続いて、育児用語当てゲームへ。時間も残り少ないため、それほど多くの用語は勉強できませんでしたが、夜の懇親

会（後述）でも話に出ていましたが、「幼保一元化」については、本当に実現できるのか？幼稚園が保育園になる？それとも保

育園が幼稚園になる？設備の違い（保育園は調理室が必要）はどう解決するのか？性質の違い（保育園は保育、幼稚園は教育）

はどうするか？今ある子ども園の現状はどうなのか？などなど、さまざまな意見が出て、議論が活発に行われました。時間切れ

となってしまったので、今後、しゃべり場でも、継続的に話が出そうですね。 

 

 

 

11 月 27 日（土）フォトコンテスト表彰式＆パパのしゃべり場後、夕刻より、パパ達の懇親会が行われました。 

新人の Cache-PAPA2 名を含む 7 名の参加で、おおいに盛り上がりました。 

しゃべり場でも話題に出ましたが、「幼保一元化」という言葉が、ちょうど新聞やテレビで取り上げられていた時期で、これから子どもが大きくなり、自

身が直面する問題ですので、皆さん真剣です。そんな『子ども達の未来』について、熱く語るパパたちでした。 

案の定、話は尽きず、一人の Cache-PAPA がぼそっと一言「もう日付変わりますよ・・」。 

毎回思うのですが、よくこんなに話が尽きないなと思います。仕事以外でのパパ同士のつながり、そして、育児について話せる仲間や場所というのが

パパには必要なのだなと、つくづく実感したのでした。「昼間は仕事でなかなかしゃべり場に行けない」というパパも、懇親会だけでも是非来て下さい。

実際、懇親会だけ来るというパパも毎回います。パパたち皆、大歓迎ですので、是非是非、お待ちしています。 

参加希望の方は、Cache-PAPA代表 田所まで、お気軽にご連絡下さい。 
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応募総数２０作品。テーマにそった、さまざまな素晴らしい写真が集まりました。ご応募いただいた皆さん、本当にありがと

うございました。審査員（CacheCache スタッフの皆さん）も頭を悩ませる、どれも素晴らしい作品でしたが、厳正なる審査

の結果、下記、受賞者が決定いたしました！誠におめでとうございます！！ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

Cache-PAPA 賞は、ダントツの票を集めました。何気ない日常生活を切り取った、見ていて、思わず笑顔になるそんな 1

枚です。CacheCache 賞は、気持ちよさそうなお子さんの笑顔が印象的です。パパもしっかり大切な所を隠していますね（笑）。 

「パパはカメラ撮影役が多い。ということは、パパと子どもの写真って案外少ないのかな？」という、ふとした疑問からスタ

ートしたこの企画。実際、自分が子ども頃のアルバムを掘り返してみると、ママ・じいじ・ばあばに抱っこされた写真が多かっ

たのは事実です。今しか味わえない貴重な子どもとの瞬間を、パパ達に楽しんで欲しいという思いから、このようなコンテスト

を開催することにしました。写真を応募するために、ママはパパと子どもをもっともっと追いかけるようになったかもしれませ

ん。パパは子どもとの写真撮影のため、いつも以上に家族との時間を増やすように努力したかもしれません。写真は、目に見え

る映し出されたもの以外にも、その裏側に、とっても大切な何かがあることに気づかされます。応募いただいたすべての写真の

ひとつひとつに、そういった「想い」がつまっていると感じました。心温まる作品の数々、本当にありがとうございました！！

次回も皆さんのご応募お待ちしております。 

フォトコンテストにご応募ならびに表彰式にご参加戴いた方々、協賛・参加賞の特製ハンカチを提供いただいた

CacheCache の皆さん、実行委員の Cache-PAPA の会の皆さん、参加賞のﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄ DVD 作成・提供いただい

た岡田 秀生パパ、本当にありがとうございました。この場を借りしまして、厚く御礼申し上げます。 

第１回 Cache-PAPAの会主催/CacheCache 協賛 

「パパといっしょ」フォトコンテスト実行委員 

 

企画：Cache-PAPA の会 代表 田所 喬 

運営：Cache-PAPA の会  

        小國 薫パパ/川口 隆治パパ/川村 英雄パパ 

     下浜 範大パパ/(50 音順) 

撮影：Cache-PAPA の会 金子 裕一パパ 

音響：Cache-PAPA の会  岡田 秀生パパ 

  司会：Cache-PAPA の会 芝 広パパ 

                          Thanks for you 


